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11.断 層撮影の 「断面外部」におけるX線 配量分析

(断面を外れた部に存するものの 「プレ」方について)

土 屋豊 ・水木清 ・関昌夫(順 大放射線)

従来,断 面撮影といわずに断層撮影とよ ん で,あ たか

も,あ る厚 さの層が,そ のまま像を結ぶ ものであるかに

思われがちであつた。しかしなが ら断層撮影の原理にた

ちかえっ て考 えてみると,撮 影目的とした断面以外の部

分の像はすべて,多 少にかかわ らず 「プレ」て断面の像

に重なることになるか ら,断 面の診断にあたつては 「断

面外部」すなわち断面を外れた部分のX線 配量を究め

る必要がある。つまり 「断面外部」に存するものが,ど

んな 「プレ」方をするかを知 らねばな らない。われわれ

はストロボ法を応用してX線 管の移動角度によつてそ

の部のX線 配量を求める理論をたて,さ らにこれを吟

味する意味において,フ ィルム黒化法の実験を行ったと

ころ,理 論 と実験の結果が傾向においてよく一致 し,理

論の正 しいことがわかった。われわれは 「断面外部」の

X線 配量を配量増加部分と配量減少部分とに分け,そ れ

らの組合せによつて,そ の部に存するものの 「プレ」像

が成立つていることを知つたのでここに報告する。

訂 正

34巻3号179～184頁 池 田論文中に誤 りがありましたので訂正します。

表8 正

文献9) Wells, H.G. & Long, E.R.: Chemistry 

of Tuberculosis, Baltimore, 2nd ed. 

P. 204, 1932.

誤

Wells, H.G. & Long, E.R.: Chemistry 

of Tuberculosis, Baltimor, 2nd ed. 

P. 204, 1932.
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